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国際成人力調査:この種の読解問
題の正答率はOECD全体で40%



テキストよりグラフの方がわかりやすい
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情報が取りにくい
1文を読むのに何回も
サッカード
まわりのテキストがあ
まりわからない

情報が取りやすい
1つのノードの内容が
ぱっとわかる
まわりのグラフ構造が
だいたいわかる



グラフの作成は批判的思考力を高める効果が大
きいことがわかっているが、指導と学習のコス
トが高いため普及していない

グラフ作成が簡単ならコストを抑えられる?
30分程度で作れる小さなグラフの共同作成

グラフの普及に向けて
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グラフ文書

リンクの種類(関係)が十分あり、どんなテキストの意味も表現可能
関係を選べるので作るのが簡単
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2022-10/2023-01、2つの高校の1年生6クラス約100人
批判的思考力試験(CT試験) → グラフ授業5回 → CT試験
グラフ授業: 「現代の国語」でグループディスカッションの内容のグ
ラフ文書を各グループの生徒が共著して教員と他の生徒がコメント

方法

余分なコストも支障もなくグラフ文書を授業に導入可能
教員の負担はグラフ文書の導入で増えない
生徒は授業が成立する程度にグラフ文書を作れる

生徒の批判的思考力が高まる
グラフ操作(ノードとリンクの作成・編集など)の量とCT試験の成
績向上の間の相関係数は0.30、相関がある確率は99.73%
グラフ授業を増やせば相関が高まるはず

結果

高校教育へのグラフ文書の導入は現実的に可能で教育効果を高める結論

実験: グラフ文書の教育効果

一般業務でもグラフを使えば文書処理の生産性と社員の
批判的思考力が向上して会社の業績が高まるはず

社会全体にわたりテキストをグラフで置き換える 6



LLMでグラフ文書を拡張
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グラフ文書で入出力…テキスト文書との比較?
次のグラフ文書の形式で記載された発明を改良し、改良した発明をグラフ文書の形式で示してください。
また、元の発明との差異を示し、当該差異により生じる効果を示してください。

なお、グラフ文書の形式は、以下の通りです。
「ノードA＜リンクの種類＞ノードB|||ノードB<リンクの種類>ノードC」
また、リンクの種類としては以下のリンクの中から選択してください。
詳細、部分、要素、例、背景、内容、等価、対照、または、相違、因果、推論、その結果、目的、ならば、相反、によらず、譲歩、返答、はい、いいえ、解決案、その後、同
時、状況、対象

【発明】
タクシー補足システム<要素>基地局|||
タクシー補足システム<要素>顧客端末|||
タクシー補足システム<要素>車載装置|||
基地局<要素>空車位置データベース|||
空車位置データベース<詳細>複数の空車の車載装置から受信したそれぞれの空車の位置情報を格納する|||
基地局<要素>地図データベース|||
地図データベース<詳細>地図を記憶する|||基地局<要素>サーバ|||
サーバ<詳細>顧客端末から受信した顧客の位置情報に基いて、該顧客の周囲に存在する一または複数の空車を空車位置データベースから特定して、地図上に該顧客の位置と
該一または複数の空車の位置とが表示される空車状況情報を作成し、該空車状況情報を該顧客端末へ送信する|||
基地局<要素>車両データベース|||
車両データベース<詳細>車両の属性情報を記憶する|||
サーバ<詳細>前記一または複数の空車に関する属性情報を前記車両データベースから読み出して、前記空車状況情報に付加する

【改良後の発明】
スマートタクシー配車システム<要素>基地局|||
スマートタクシー配車システム<要素>顧客端末|||
スマートタクシー配車システム<要素>車載装置|||
基地局<要素>空車位置データベース|||
空車位置データベース<詳細>複数の空車の車載装置から受信したそれぞれの空車の位置情報をリアルタイムで更新して格納する|||
基地局<要素>地図データベース|||
地図データベース<詳細>地図と交通情報をリアルタイムで更新して記憶する|||
基地局<要素>サーバ|||
サーバ<詳細>顧客端末から受信した顧客の位置情報及び顧客の希望する車両属性に基いて、該顧客の周囲に存在する一または複数の互換空車を空車位置データベースから特
定し、地図上に該顧客の位置と該一または複数の空車の位置とが表示される空車状況情報を作成し、該空車状況情報を該顧客端末へ送信する。また、最適な空車の選択提案も
する|||
基地局<要素>車両データベース|||
車両データベース<詳細>車両の属性情報を更新しながら記憶する|||
サーバ<詳細>前記一または複数の空車に関する属性情報を前記車両データベースから読み出して、前記空車状況情報に付加する。また、顧客の希望する属性に基いて最も適
した空車を選択する提案も行う。

LLMで発明を拡張
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グラフ文書(図面)とテキスト文書の相互変換
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対訳コーパスから複数の対応文を読み込みＳ
１１、複数の対応文から用語を抽出しＳ１２、
対訳コーパスから複数の対応文を読み込みＳ
１１、複数の対応文から用語を抽出しＳ１２、
抽出された用語が用語ペアテーブルに登録さ
れている用語ペアを構成する用語以外である
場合には、当該用語を、新規な用語として選
定するＳ１３。複数の対応文のマッチングに
基づいて、新規な用語のペアを用語ペア候補
として取得しＳ１４、用語ペア候補の出現頻
度に応じて、当該用語ペア候補を構成する新
規な用語ペアを対訳辞書として出力するス
テップＳ１６。取得するステップでは、複数
の対応文の順序をランダムに変更して前記
マッチングを繰り返し行う。



過去の文書から「あのときの経緯」を生成
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RAG (検索拡張生成) による説明

グラフ文書による可視化



セマンティックエディタ
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“personary”で検索または下記

https://assemblogue.com/apps/PLR2.html


